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研究成果の概要（和文）：本研究は、近代中国でもっとも長命の英文雑誌であったChinese Recorder誌（The 
Chinese Recorder and Missionary Journal、中国名『教務雑誌』）を分析の対象とすることによって、19世紀
後半から20世紀前半にかけて、キリスト教が近代中国の諸宗教に及ぼした影響を明らかにしようとしたものであ
る。具体的には、Chinese Recorderの記事を分析することで、キリスト教宣教師たちが中国の諸宗教をどのよう
に理解したのか、その際、彼らが前提とした「宗教」理解はどのようなものであったのかを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：The aim of this study is to clarify the influence that Christianity has had 
on other religious traditions in China from the late 19th century to the early 20th century. It 
analyzes articles published in the mission journal Chinese Recorder (The Chinese Recorder and 
Missionary Journal), and investigates how Christian missionaries saw Confucianism, Daoism, Chinese 
Buddhism, and other religions of China. By doing so, this study elucidates the overall view 
Christian missionaries had of religion in China as well as their general understanding of what does 
and does not constitute "religion".
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、近代中国における宗教概念の歴史的形成過程を、キリスト教と儒教や道教、中国仏教などとの宗教間
の具体的な相互関係から明らかにすることによって、宗教研究における宗教概念の議論に新たな事例を提供する
ものとしての意義を有する。また、宗教間の相互理解あるいは相互無理解による行き違いや、ナショナリズムと
宗教との関連などをめぐる一般の議論に、歴史的事例からのより冷静な観点を提供するものとしての意義をも
つ。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 東アジアの近代において、キリスト教宣教師が重要な役割を果たしたことは言うまでもない。
特に中国においては、キリスト教と中国知識人との邂逅から生じた太平天国や、宣教師と庶民
との軋轢から発した 1900 年の義和団事件など、知識人のみならず一般庶民をも巻き込む大動乱
が生じている。そのように重要な存在であったキリスト教宣教師たちの情報誌であった
Chinese Recorder は 1868 年以降 1942 年まで発行され、近代中国でもっとも長く刊行され続け
た雑誌であった。Chinese Recorder の重要性はつとに指摘されてきたが、先行研究において十
分に活用されてきたとは言い難い状況であった。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、Chinese Recorder を主要な研究対象として、キリスト教宣教師たちが中国の諸宗
教をどのように理解したのか、その際、彼らが前提とした「宗教」理解はどのようなものであ
ったのかを明らかにすることを目的とした。こうした作業によって、近代中国における「宗教」
概念の定着や諸宗教の「宗教」としての近代的な編成過程の一端を明らかにしようとしたもの
である。 
 
３．研究の方法 
 Chinese Recorder は長期にわたって刊行されたものであり、本研究においては、これを３つ
の時期に分けて研究した。すなわち、創刊から 19 世紀終わりまで、20世紀初頭から 1922 年前
後まで、その後から 1942 年の終刊に至るまでの３期に分けた。そして、それぞれの時期につい
て Chinese Recorder の記事を選定し、分析した。住家正芳（研究代表者）が儒教および知識人
層、鈴木健郎（研究分担者）が道教、エリック・シッケタンツ（研究協力者）が仏教、宮田義
矢（研究協力者）が民間信仰および秘密結社に関する記事を担当して分析した。研究期間の後
半では、宮田が仏教についての記事分析も担当した。 
 
４．研究成果 
 Chinese Recorder の主な読者は中国で活動するプロテスタントの宣教師たちであり、エキュ
メニズムによる宗派超越的な方向性を出版方針として、宗派を問わず講読された。発行部数は
もっとも多い時でも 3000 部に過ぎなかったが、各地の宣教拠点で複数の人が読んだと想定され
ることから、読者数はそれよりもはるかに多かったと考えられる。また、最初期は福建、その
後は上海で出版されたが、欧米でも配布されたことから、かなりの数の部数がアメリカに存在
する。 
 本研究が史料として使用した版は、全期間を収録した Gale Cengage Learning の Archives 
Unbound に収められた電子コレクションである。また、2012 年に製本出版された汪靈光、査読
時傑（主編）による全 75冊の版（臺大出版中心、基督教與中國研究中心による発行）も適宜参
照した。 
 本研究は、この Chinese Recorder の記事を分析することで、中国で活動した宣教師たちが自
らの直面した儒教、道教、仏教、民間信仰といった中国の諸宗教をどのように理解したのかを
具体的に明らかにした。そして、そこに見られるキリスト教を基準とした宗教概念がどのよう
な構成要素を持つものであったのか、そうした宗教概念からどのような他宗教理解が論理づけ
られたのかを明らかにした。 
 そこで明らかになったのは、キリスト教宣教師たちの間には儒教や道教については固定的な
見方が根強く存在し続けた一方で、仏教についての評価は大きな揺れ幅を持っていたこと、同
時期の西欧およびアメリカにおいて広がった仏教理解が強く意識されていたことなどである。 
 キリスト教宣教師たちは当然のことながらキリスト教をもとにして「宗教」を理解しており、
聖書的な要素をどれだけ中国の諸宗教に見出すことができるか、という観点から中国宗教をと
らえ、判断していた。さらに、本研究が研究対象としたのはプロテスタントの宣教師であった
ことから、先行研究で指摘されているようなカトリック批判の論理を援用した中国宗教批判も
見られた。 
 しかし、キリスト教宣教師たちの中国宗教理解は必ずしも偏見のみに満ちていたわけではな
く、寺院や道観なども精力的に見て回っていたことがChinese Recorderの記事から確認された。 
 本研究は、近代中国における宗教概念の歴史的形成過程を、キリスト教と儒教や道教、中国
仏教などとの宗教間の具体的な相互関係から明らかにすることによって、宗教研究における宗
教概念の議論に新たな事例を提供するものとしての意義を有するものである。また、宗教間の
相互理解あるいは相互無理解による行き違いや、ナショナリズムと宗教との関連などをめぐる
一般の議論に、歴史的事例からのより冷静な観点を提供するものでもあることを意識した。 
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